
種目  陸上の部  はしご登はん  

出場隊員  消防士  三浦  貴（ 27歳）  

結果  入賞・タイム： 13.9秒（参加 50名中、３位）  

 

【隊員のコメント】  

 ４年間、本種目を実施し、遂に全国大会に出場することができました。

これは、今までサポートしていただいた職場の方々、家族、そして切磋

琢磨したライバルのおかげです。  

結果は目指していた全国一番には今一歩及びませんでしたが、海老名

消防として胸を張れる訓練成果を発揮できたと感じています。これま

で、救助訓練で培った精神、技術及び体力を現場でも活かし、より安心

に暮らせる海老名市に貢献できるよう精進します。  

 

種目  陸上の部  ロープ応用登はん  

出場隊員  消防副士長  松谷  俊也（ 30歳）、消防士  岸川  大希（ 23歳） 

結果  入賞・タイム： 8.5秒（参加 49チーム中、４位）  

 

【隊員のコメント】  

 チームの目標として掲げた「日本一」になることは叶いませんでした

が、訓練成果を遺憾なく発揮でき、達成感が込み上げました。ここまで

サポートしてくれた職場の方々、家族、彼女及び友人に感謝の気持ちで

いっぱいです。そして、消防人生で忘れられない一日となりました。  

 本救助大会は、市民の皆さまに日頃の訓練成果を披露できる場である

とともに、人として成長させてくれる最高の舞台でもありました。  

別紙 



種目  水上の部  溺者搬送  

出場隊員  消防士  小山  凌平（ 28歳）、消防士  矢澤  優人（ 28歳）  

結果  入賞・タイム： 28.8秒（参加 16チーム中、４位）  

 

 

【隊員のコメント】  

 本種目、２人で全力を尽くし、惜しくも４位という結果でしたが、本

大会に出場するに至るまでにいただいた、沢山の方々の御支援と励まし

に心から感謝しております。今回の結果を糧に、日頃の消防業務にも全

力で取り組むとともに、市民の皆さまの安全安心を守り、来年も結果が

出せるよう、日々精進していきます。  

 

 ※結果に記載の順位は、全国消防救助技術大会で公表された成績表の所

要タイムに基づき記載したもので、本大会では順位付けはされており

ません。  

 

 


